
Ⅰ 研究の概要

１ 研究主題

一人一人の特性を生かして自らの課題解決に意欲的に
取り組む子どもを育てる学習指導法の研究

～算数科における指導をとおして～

２ 研究主題設定の理由
()学校教育目標から1
〔本校の教育課題〕

☆人間力の向上☆
・ 生きていく上で必要な基本的事項はしっかり身につけさせ，子供たち

一人一人は自ら意欲を持って課題に取り組み，自分のよさや可能性を発

揮しながら自己実現できる「全人的な力」を醸成する。

・ 全ての教育活動を通し，豊かな感性を育みながら，自らの考え方・感

じ方・判断の仕方・試し方・表現の仕方などを工夫する力を養い，それ

を知恵に変えることのできる「生きる力」を育成する。

〔学校教育目標〕

豊かな感性を持ち，自ら学び，知恵を育み，

たくましく生きる宮の子の育成

〔身につけさせたい力〕

基本的事項（読み・書き・計算力）・

（イメージする力）・ 豊かな感性の育成

（伝え合う力）・ コミュニケーション能力

()児童の実態から2
ＮＲＴの結果や単元テスト，日頃の学習状況から，本校児童の算数科の学習におけ

る定着度の差が非常に大きいという実態が分かった。また，アンケートによる意識調

，「 」「 」「 」査によると 計算ができない 文章問題の式が立てられない 図に表すのが苦手

「解き方が分からない 「 ゆっくり進めてくれないと）途中で分からなくなる」な」 （

どの悩みを抱える児童が想像以上に多く，何らかの支援を必要としている反面，理解

の早い児童については「授業を早く進めてほしい 「問題を増やしてほしい」など，」

物足りなさを感じている。しかし，どちらの児童についても，計算や立式，図化の方

法ではなく 「なぜそうなるのか」という基本的な意味づけについてはあいまいで，，

本当の意味での理解には至っていない。

そこで，どのようにしたら全ての児童に「分かった！ 「できた！」という喜びや」

満足感を味わわせてあげられるのかを考えていくことにした。

()これまでの研究から3
昨年度までは国語科の研究を深め，児童に物語の場面をイメージさせることの難し

さと大切さを学んできた。昔と比べ，生活体験の乏しい児童にとっては，算数科の学

習においても同様に，問題となる場面をイメージできるかどうかが理解の鍵となる。

そこで，今年度を実態把握の年と位置づけ，今後２年間にわたり，児童の思考の流

れに沿った支援や，教材・教具の工夫，算数的操作活動を効果的に導入した指導方法

を研究していくことにした。



指導・支援の工夫個々の実態に合わせた
↓

自分の できる伸びが実感
↓

わかって（できて） ・考えるのが ・ ためしたいうれしい 楽しい もっと

↓

主体的に取り組もうとする意欲の高まり

３ 研究の仮説

＜仮説①＞… 子ども一人一人の実態を把握し、１単位時間の中でそれぞれの特性

に応じた支援の方法を工夫すれば、自らの課題解決に意欲的に取り組

（個別指導のあり方）む子どもを育てることができるのではないか。

＜仮説②＞… 算数的活動を重視し、身近な素材を生かした教材・教具作りを工夫

すれば、自らの課題解決に意欲的に取り組む子どもを育てることがで

（教材・教具の工夫）きるのではないか。

＜仮説③＞… 単元や子どもの特性に合わせて、１単位時間の中にグループ・ペア

学習などの学び合う場を設定することで、自らの課題解決に意欲的に

取り組む子どもを育てることができるのではないか。

（ ）学び合う場の設定

４ 研究の仮説と具体的な取組
（１） 実態の把握と個々に必要な支援の洗い出し

① 意識調査の実施

・ 単元学習前の事前調査

・ １単位時間ごとの自己評価による理解度把握

② 計算定着度調査の実施

・ ３・５学年…「九九 「繰り上がり・繰り下がりありのたし算・ひき算」」

「かけ算 「あまりのあるわり算」」

③ 支援の在り方の検討

・ ＴＴの導入（特別支援）

・ 支援カード，支援コーナーの活用

（２） 学習指導方法の改善

① 教材分析のしかた

② 自己評価の在り方

③ 指導案の形態の検討

④ 学習形態の工夫（ペア・グループでの教え合いによる理解の深まり）

（３） 検証授業の実施

① 研究授業（年２回）の実施…第３学年「わり算 ，第６学年「体積」」

② 先輩授業の実施 …第２学年「かけ算」

③ 略案授業（１人１回ずつ実施）



Ⅱ 研究の実際

１ 実態調査の実施
（１） 算数科の学習についての意識調査（アンケート結果）

＜意識調査より＞

算数が苦手だと答えた児童は約３０％。

その理由のほとんどが「計算が苦手」であ

る。また，分野別では「図形や単位の意味

が分からない 「文章問題が苦手 「難しい」 」

・ややこしい」と感じている児童が多い。

計算力は全ての分野の学習に関わるので，

計算力を向上させることで，苦手意識を解

消させていく必要があると思われる。

意見の交流については「自信がつくから嬉しい」反面 「恥ずかしい」と感じてい，

る児童も多く，学級の雰囲気づくりが求められる。また，一人で学習することに困り

， ，感をもつ児童にとっては 友達と一緒にペアやグループで解決していく場面も設定し

安心して学習に取り組めるような配慮も必要だと思われる。

２　どんな学習が好きですか
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３　どんな学習が苦手ですか
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４　自分一人で問題を解くのは好きですか
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５　自分の考えを書いたり発表したりするのは好きです

か
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６　友達と話し合ったりグループで協力したりする学習はすき

ですか
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７　分からないことがあったらどうしますか
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１　算数の学習は好きですか
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